
AFC特別企画
第５回 AFC全国指導者アンケート調査

～エアロビック・フィットネス指導者の
　今後を展望する～　調査結果［ ］

AFC発足から13年、前回のアンケート調査（07年）から6年ぶりにエアロビック・
フィットネス指導者へのアンケート調査を実施いたしました。今回も多くの皆さまの
ご協力により、現在の指導者を取り巻く状況や皆さまが抱えている不安、将来への展
望などを垣間みるデータを集めることができました。
ここにその全項目の集計結果をご報告させていただきます。
この結果をしっかりと検証し、エアロビック・フィットネス指導者の皆さまをサポー
トするために AFC として、どのような取り組みをすべきなのかを議論していきたい
と考えております。
指導者の皆さまも、ぜひこの結果をご一読いただき、今後のさらなる活躍、そしてエ
アロビック・フィットネスの活性化のためにお役立ていただければ幸いです。

調 査 の 概 要

（１）調査の名称　第５回AFC全国指導者アンケート調査
　　                    ～エアロビック・フィットネス指導者の今後を展望する～
（２）調査の目的　エアロビック・フィットネス指導者の働く環境や労働条件、または指導者の
         　　　　　  意識やニーズを探ることにより、指導者の将来を展望し、指導団体の今後の
　　　　　　　　  活動方針に資すること。
（３）調査対象　　JAF、JAFA、AFAAの３団体に登録されたエアロビック・フィットネス指
　　　　　　　　  導者を無作為に抽出し、有効回答数600通（各団体200名）を集計。
（４）調査方法　    各団体ごとに配布と回収を行い、AFCアンケート調査委員会が集計。
（５）調査期間　    2013年２月～４月までの２ヵ月
（６）調査項目　    基本属性／現状／意識／ニーズ・関心／保険・補償／健康管理／その他



●　基　本　属　性　●

Q1
あなたの性別は？

07 年に行った前回アンケート結果と比較すると、男性
が 1.6％増加。しかしながら、女性指導者が圧倒的に多
いのは変わらず、全体の 90％以上を占めています。

Q2
あなたの年齢は？

男性　7.6%

 女性　
91.7%

無回答　0.7%

0 30 60 90 120 150

20 歳以下
21～25歳以下
26～30歳以下
31～35歳以下
36～40歳以下
41～45歳以下
46～50歳以下
51～55歳以下
56～60歳以下

60歳以上
無回答

0.5%
2.5%

7.1%
16.7%
21.2%
22.6%

14.8%
6.8%

3.2%
0.3%

（人）

年々平均年齢が上昇していることが予想されましたが、６
年前のアンケート結果とほとんど変化はありませんでした。
指導する内容が多様化し、指導者としてデビューする年齢
の範囲が拡大したことも影響しているのかもしれません。

Q3
結婚はしていますか？

 既婚
66.0%

 未婚
31.0%

無回答  3.0%

既婚率は前回の調査から 3％上昇していますが、前回の
結果報告にあったように、指導者が家庭を築くための生
活基盤の安定については、今後も課題があるといえそう
です。

Q4 指導者の他に仕事を
していますか？

0 50 100 150 200 250 300 350

なし（指導が専業）
営業関連
事務関連

販売・サービス関連
クリエイティブ関連
金融・不動産関連

IT 関連
建築関連

メカトロ関連
製造関連
医療関連
福祉関連

公共サービス関連
主婦

その他
無回答

49.9%
2.5%
5.0%
5.8%

1.7%
0.8%
0.5%
0.8%
0%
0.3%
2.8%
2.7%
2.2%

20.7%
11.1%

3.6%

（人）

前回は指導職だけで生計を立てている人は 37.6％でした
が、今回は約半数が専業という結果に。とはいえ、指導職
だけで生計を立てようという人ばかりではなく、指導の幅
を広げることを目的に他の仕事をしている人や、長く指導
を続けてきたことが他の仕事につながったケースも増えて
いるようです。

4.3%



●　現　　状　●

Q5
あなたの指導歴は？

16 年以上が 45％以上（前回は 37.0％）、21 年以上に
いたっては約 30％（前回は 20 年以上が 18.0％）に。
長く続けられる職業となっていることがわかります。そ
の背景には、プログラムの多様化などにより、指導方法
や内容を年齢に応じて変化させやすくなった面もあるよ
うです。

Q6
指導場所は？（複数回答可）

国や自治体による健康づくりや疾病対策の本格化によって、
公共施設や健保・企業、病院などでの指導機会が増えると
予想されていましたが、前回の調査から大きな変化はみら
れませんでした。ただ、高齢化社会の進行の影響からか、
高齢者・福祉施設の割合は着実に増えていました。

Q7 指導しているプログラム
（内容）は？（複数回答可）

エアロビクス（エアロビック）を指導する人が最も多い
とはいえ、その割合は 25％を下回っており、指導する
プログラムが多様化していることがわかります。また、
ステップ、格闘技系、ダンス系など運動量の多いプログ
ラムよりも、ヨガ系や健康体操、ストレッチといった低
体力者や高齢者に向けたプログラムの指導者の割合が増
えていることがわかります。

Q8 指導対象者の年齢は？ また、
その男女比は？（複数回答可）

前回の調査で最も割合が多かった一般成人（41.9％）を
大きく上回り 50 歳代以上が 50％近くを占める結果と
なりました。男女比については、すべての年齢で女性が
50％以上を占めるとの回答が多かったものの、どの年
齢でも約 30％が無回答と、一概に女性が多いとはいえ
ない結果となりました。

0 20 40 60 80 100

１年未満
１～４年
５～７年
８～10年
11～15年
16～20年
21～25年
26～30年
31年以上

５～７年

無回答

6.5%

（人）

11.1%
8.8%

8.0%
15.1%

16.4%
14.1%

11.9%
3.5%
4.6%

0 50 100 150 200 250 300 350 400
（人）

民間フィットネス施設
公共スポーツ施設
         （体育館等）

健保組合・企業施設

病院・診療所

保健施設（保健所等）

高齢者・福祉施設

学校施設

自営のスタジオ

その他

無回答

32.4%
28.4%

2.1%
4.6%

2.3%
7.3%
7.2%
6.3%
6.3%

3.1%

（人）

エアロビクス
（エアロビック）
ステップ
格闘技系
ダンス系
アクア
ヨガ系

ピラティス

0 100 200 300 400 500

健康体操
ストレッチ
妊産婦向け

キッズクラス
トレーニング系
（パーソナル含）

その他
無回答

22.3%
7.9%

1.7%
7.4%

5.9%
8.1%

6.3%
12.4%

8.3%
1.2%

5.9%
5.5%
5.2%

1.9%

 幼児・
 児童
11.1%

中学・高校生
　  7.2%

一般成人
  30.9% 50～60歳代

     27.5%

70 歳代以上
    20.4%

無回答　
 7.2%



Q9 指導対象者の体力・技術
レベルは？（複数回答可）

前回の調査結果と大きく異なるのは、中級者が 30％以
上に増えたこと（前回は 0％）。とはいえ、前回よりも
初心者・低体力者が約 30％減少（前回は 73.6％）した
ことを踏まえると、初心者・低体力者の継続率がアップ
したと考えることもできます。なお、男女比では、どの
レベルにおいても 2/3 以上が女性と回答していました。

Q10 どのような対象者に指導を
していますか？（複数回答可）

体力的弱者に対する指導者は、そのニーズとともに増加す
ると予想されていましたが、むしろ前回の調査結果よりも
約 30％減少という結果となりました。今回のアンケートで
は、その原因を知る手掛かりを得ることはできませんでし
た。今後、課題とすべき点だと思われます。

Q11
あなたの勤務形態は？

正社員や契約社員とともに、フリーランスの割合もやや
減少。その反面で複数の勤務形態が、ここ数年で増加傾
向に。指導者としての働き方が変化し始めているようで
す。

Q12
あなたの報酬の形態は？

固定給与・出来高給・その他を選択肢としましたが、固
定給与と出来高給の両方にチェックする回答も目立った
ため、「複数の報酬形態」として項目を設けました。前
回にはなかった質問であったため、比較することはでき
ませんが、フリーランスが多いことから、出来高給が最
も割合が多いのは当然の結果だと思われます。

 初心者・低体力者
         44.6%

中級者
32.0%

上級者
10.3%

アスリート
    5.9%

その他  1.6%
無回答　5.6% 妊産婦  5.4%

要介護高齢者
　　　  8.7%

身体障害者
　　  6.0%

知的障害者  
　   9.9%

有疾病者  
　 8.1%

なし  41.8%

その他
 2.8%

無回答  
17.3%

7.3%
5.8%

50.6%
0.7%

4.3%
2.3%
4.1%

14.8%

会社・団体の正社員　　　

会社・団体の契約社員　　　
レッスンのコマ契約
　　（フリーランス）　　　

派遣会社の登録スタッフ　　　
会社経営・
スタジオオーナー　　　
ボランティア　　　

その他　　　

複数の勤務形態　　　

無回答　　　 10.1%

（人）
0 50 100 150 200 250 300 350

固定給与　　　 30.0%

出来高給　　　

0 50 100 150 200 250
（人）

40.0%

10.3%その他　　　

複数の
報酬形態　　　

5.1%

無回答　　　 14.6%



●　現　　状　●Q13
1週間のレッスン数は？ 年代別にみてみると……

前回調査と比較すると、５本以下が約５％ダウン、11 本以
上も約 10％ダウンしたが、６本以上 15 本以下の指導者の
割合が多いのは変化がありませんでした。

Q14
1レッスン（45分あたり）の
平均フィーは？

4,000 円台が最も多く、前回と同じ結果になりましたが、
割合は約 10％アップ。しかし、5,000 円以上の割合は
約６％のダウン、7,000 円以上に限定すると 12.3％ダ
ウンしていました。また、年代別にみると 26～60 歳の
多くは 3,000 円台となっており、実際にはフィーが減
額されていると感じている指導者が多いようです。

Q15
１ヵ月の収入金額は？

およそ４人に１人が 20 万円以上の収入を得ている
（26.5％）が、約60％の指導者が20万円に届いておらず、
10 万円未満が 34.1％という結果となった。前回は同様
の質問を社員もしくは契約社員に限定して行っていたた
め単純に比較はできないが、20 万円以下が約 52％で
あったことから、前回よりもやや収入金額が減っている
と予想できます。

0 50 100 150 200
（人）

1～5本　　　

6～10本　　　

11～15本　　　

16～20本　　　

21本以上　　　

無回答　　　

27.4%

25.2%

19.2%

11.6%

4.1%

12.4%

53.3

38.5

34.9

30.7

21.9

22.1

28.1

22.0

47.4

6.7

19.2

25.6

23.8

21.1

27.9

32.6

26.8

26.3

6.7

23.1

16.3

19.8

21.9

22.8

14.6

17.1

15.8

6.7

11.5

11.6

10.9

11.7

13.2

10.1

17.1

7.0

6.6

3.4

2.4

66.7

26.7

3.8

9.3

13.9

16.4

7.4

11.2

14.6

10.5

33.3

3.8

2.3

1.0

２１本以上 無回答

１〜５本 ６〜１０本 １１〜１５本
１６〜２０本

20 歳以下　　

21～25歳　　
26～30歳　　
31～35歳　　
36～40歳　　
41～45歳　　
46～50歳　　
51～55歳　　
55～60歳　　
61歳以上　　

21 歳以上から 60 歳以下でみると、年齢が高くなるにつれ
て５本以下の割合が少なくなっている傾向にあることがわ
かります。しかし、26 歳以上から 60 歳以下では、６～20
本の間では、割合にややバラツキはあるものの大きく差が
ついてはいませんでした。

0 10 20 30 40 50 60 70 80

2,000 円未満　　　
2,000～2,500 円未満　　　
2,500～3,000 円未満　　　
3,000～3,500 円未満　　　
3,500～4,000 円未満　　　
4,000～4,500 円未満　　　
4,500～5,000 円未満　　　
5,000～5,500 円未満　　　
5,500～6,000 円未満　　　
6,000～6,500 円未満　　　
6,500～7,000 円未満　　　
7,000～10,000 円未満　　　

10,000 円以上　　　
経営者などで計算不能　　　

無回答　　　

（人）

5.0%
4.0%

6.1%
10.0%

11.3%
13.3%

9.8%
8.3%

3.8%
2.7%

1.0%
2.5%

1.0%
10.1%
11.3%

（人）
0 20 40 60 80 100 120

　  5 万円未満　　　
5～8万円未満
8～10万円未満　　　
10～13万円未満　　　
13～15万円未満　　　
15～18万円未満　　　
18～20万円未満　　　
20～25万円未満　　　
25～30万円未満　　　
30～40万円未満　　　
40～50万円未満　　　
50～70万円未満　　　

70万円以上　　　
無回答　　　

17.4%
11.1%

5.6%
6.5%

4.8%
6.8%
6.1%

10.4%
5.6%
5.8%

2.7%
1.5%

0.5%
15.1%



●　意　　識　●

Q16 家計費に占めるあなたの
収入額の割合は？

半数以上が 50% 未満（そのうち 30％未満が 38.8％）
という結果に。Q４の「他の仕事」別でみると、家計に
占める割合が 50％以上と答えたのは、「販売・サービス
関連」が最も多く、次いで「福祉関連」「医療関連」の
順でした。「クリエイティブ関連」「金融・不動産関連」
も 40％の人が家計費に占める割合が 50％以上と回答。
その反面、「指導が専業」で家計費の 50％以上を稼ぐ人
は 35.9％と決して大きな数字ではありませんでした。

Q18
仕事でパソコンを
活用している？

前回のアンケートでは「活用している」が 77.1％、「活
用していない」が 22.9％となり、指導者のパソコン活
用率が大幅に上がっていました。今回の結果では「まっ
たく使用していない」が 10％に減少。しかし、仕事で
活用していると回答した人も 68.4％にダウンしました。
これは以前の活用方法（主にネット閲覧やメール）より
も具体的に、多種多様に変化したためかもしれません。

Q19
今もっとも不安に感じている
ことは？（複数回答可）

複数回答可であることから、収入面、体力面、将来性、
指導技術や知識面の４つが、指導者の多くが共通して抱
えている不安と考えることができます。また、女性が９
割を超える職業であることを考えると、他業種と比較し
て仕事と家庭の両立に不安を感じている人の割合が少な
いこともわかりました。

講習会・ワークショップには資格更新を含みます。また、
交通費・宿泊費は除いた金額での回答をお願いしました。
その結果、70％以上が 100,000 円 以下、約 40％が
50,000 円未満という結果に。昨今の景況を考えると、指導
スキルの向上など自己投資にかける費用を増やすのは簡単
なことではないことが読み取れます。

0 20 40 60 80 100 120

100％　　

90～100％未満　　

80～90％未満　　

50～80％未満　　

30～50％未満　　

10～30％未満　　

10％未満　　

無回答　　

14.8%

2.2%

2.5%

11.6%

16.7%

19.9%

18.9%

13.4%

（人）

Q17
1年間の講習会・
ワークショップの参加費用は？

0 50 100 150 200 250
（人）

50,000 円未満　　　

         50,000～
100,000 円未満　　　
       100,000～
150,000 円未満　　　

150,000 円以上　　　

無回答　　　

40.6%

31.0%

10.4%

9.3%

8.7%

0 50 100 150 200 250
（人）

かなり活用
   している　　　

ときどき活用
      している　　　
   主にプライ
ベートで使用　　　
まったく使用
   していない　　　

無回答　　　

32.7%

35.7%

16.9%

10.1%

4.6%

収入面
20.2%

体力面
23.7%

仕事と家庭の両立
 9.6%

将来性
18.9%

指導技術や
      知識面
   18.0%

特になし
  5.1%

その他
 1.4%

無回答
 3.1%



Q20 いつまで指導者として
あり続けたい？

一生涯の割合が最も高かったのは、前回のアンケート結
果と同様でしたが、前回の 70％と比べると大幅にダウ
ンしています。一方で、出産まで、結婚までと、ライフ
ステージの変化を区切りにする回答は前回同様低く、結
婚、出産後も続けられる仕事であることが認識されてい
るようです。

指導力の向上と、心身の健康やコンディショニングがそれ
ぞれ 20％以上を占め、およそ半数の指導者が長く活動して
いくためのベースであると考えていることがわかりました。
その他の項目は、活動場所や内容、対象者、生活環境など
によって重要度に違いがあらわれたようです。

Q21
長く活動するために
重要なことは？（複数回答可）

0 50 100 150 200 250 300 350
（人）

一生涯　　　
60歳代まで　　　

50歳代まで　　　

出産まで　
40歳代まで　　　

結婚まで　　　
決まっていない　

その他　　　
無回答　　　

49.9%

14.9%
6.6%

1.2%

0.2%
20.1%

0.7%

1.5%
5.0%

指導力を向上
 させるための
  自己研鑽
     25.4% 指導理論や

指導機会に
関する情報
6.6%

家族の理解や
サポート
11.0%

施設担当者や参加者との
コミュニケーション　
12.1%

指導に見合った収入
11.0%

指導者としての
目標や熱意
10.6%

指導者の
社会的地位
2.6%

　　心身の健康や
コンディショニング
     　　　21.3%

企画立案力や
フィーの交渉などの
ビジネススキル
3.6%

無回答
 1.9%

●　ニ　ー　ズ　や　関　心　●

Q22 今後、身につけたい
知識・情報は？（複数回答可）

トレーニング理論と並んで多かったのが心理学。栄養学、
語学、医療関連、介護・福祉関連といった、指導内容に
直結するもののほかに、顧客満足度を高めるためのアプ
ローチ法として心理学に興味を持っている指導者が増え
ているのかもしれません。

Q23 指導力向上のための情報は
どこで得ている？（複数回答可）

前回のアンケートでは、講習会・研修会からが 45.3％と圧
倒的な割合でしたが、書籍・雑誌、教材、自分以外の指導
者については微減といったところでした。注目すべきは、
ネットの情報が 15％以上となり、情報源として活用してい
る指導者が増えてきたことです（前回調査では選択肢にも
含まれていませんでした）。

心理学
17.2% 教育学　4.1%

社会学　1.6%

トレーニング
            理論
     17.8%

語学（英語など）　10.3%

栄養学
12.2%ビジネス関連

　　　  5.5%

医療関連
 10.4%

文化・芸術
        2.1%

介護・
福祉関連
9.9%

コンピュータ関連
        　　　3.3%

海外のフィットネス情報
        　　　　　　3.1%

その他
 0.6%
無回答　1.9%

講習会・
研修会から
   33.1%

サークル活動から
 2.8%

書籍・雑誌から
    19.8%

ネットの
情報から
 15.2%

教材
（テキスト・
映像ソフト
など）から
10.7%

自分以外の
指導者の
指導内容から
15.6%

特になし
0.1%

無回答  1.7%
その他  1.0%



●　現　　状　●Q24 ブログ、ツイッター、フェイス
ブックの利用は？（複数回答可）

ブログを開設している指導者は数年前から増加していまし
たが、ここ数年で一気に普及したツイッターやフェイスブッ
クを利用する指導者が急激に増えたことがわかる結果とな
りました。

Q26
今後指導したい対象者は？
（複数回答可）

年齢別でみると50歳以上、体力別では初心者・低体力者、
特化別では要介護高齢者の割合が多く、特に 50 歳以上
と初心者・低体力者の両方にチェックを入れた回答者が
多かったようです。さらに進行する高齢化社会を見据え
た回答であることがわかります。

Q27 医療・診療施設での
指導に興味は？

半数以上の指導者が医療・診療施設での指導に興味を
持っていることがわかりましたが、前回の 68.9％と比
較すると約 10％のダウン。逆に興味がないとの回答は、
前回（11.0％）よりも７ポイントアップしていました。
また、すでに指導していると回答した指導者は、前回の
20.2％からやや減少。数年の間で、こうした施設での指
導に対して、意識変化が起きているのかもしれません。

グラフからもわかるように、最も割合が多いストレッチ＆
リラクセーション系でも 16.2％と、様々なプログラムに興
味を持っていることがわかります。

ブログを
開設している
 16.4% ツイッターを

利用している
 6.2%

フェイスブックを
利用している　
    29.5%

その他のツールを
利用している　4.8%

今後利用
したい
 16.7%

今後も利用
する予定は
ない　
　22.5%

無回答
 4.0%

Q25 今いちばん興味のある
プログラムは？（複数回答可）

エアロビクス
（エアロビック） 13.2%

妊産婦系 3.6%

格闘技系 1.4%

アクア　
 3.1%

ボール EX　
 5.7%

ストレッチ＆
リラクセーション系
16.2%

ヨガ
9.4%

ピラティス 8.3%

ZUMBA
    6.0%

ダンス系
　8.8%

パーソナル
指導　12.5%

スキルアップ系
 5.1%

特になし 0.9%

その他 4.4% 無回答　1.4%

9.6%

0 50 100 150 200 250 300
（人）

幼児・児童　　　
中学・高校生　　　
一般成人　　　

5.8%
14.5%

50～60歳代　　　 15.0%
70歳代以上　　 12.5%

初心者・低体力者　　 15.5%
エクササイズ上級者　　 1.6%

アスリート　　 3.5%
妊産婦　　 3.0%

要介護高齢者　　 5.1%
有疾病者　　 2.9%

身体障害者　　 2.9%
知的障害者　　 2.7%
特になし　　 2.7%
その他　　0.5%
無回答　　 2.2%

0 50 100 150 200 250 300 350 400
（人）

すでに指導
   している　　　

14.1%

やってみたいと
      考えている　　　 58.7%

興味がない　　　 18.1%

無回答　　　 9.1%



Q28 Q27で「すでに指導している」
人の指導内容は？（複数回答可）

介護予防や認知症予防、メタボやロコモの予防・改善が同
数に。いずれも「予防」のための指導であることから、医療・
診療施設で求められているものが垣間見える結果となりま
した。また、疾病や傷害のリハビリを行っている指導者が
確実に増えていることもわかりました。

Q30 高齢者福祉施設等での
指導に興味は？

ここ数年の間に、高齢者へ運動指導を行っている人は増
えたものの、福祉施設での指導に限定すると 20％未満
という結果に。しかし、半数以上が指導してみたいと考
えており、Q27 で医療・診療施設で指導してみたいと
回答した人と重なる傾向もみられました。

Q31 求人情報はどこで得て
いますか？（複数回答可）

業界関連媒体の情報をチェックしながらも、知人・仲間
とのネットワークから得る情報の方が多いようです。指
導者に限らず、フリーランスという勤務形態の場合、い
わゆる「ヨコのつながり」が仕事探しでは重要なポイン
トであり、それはネット社会となった今でも変わらない
のかもしれません。

学校教育（小学校／中学校／高校／大学）として導入され
たこれらの指導に対して、半数以上が興味を持っていまし
た。その一方で、約 20％が興味がないと回答。Q27の医療・
診療施設での指導よりも高い数字となりました。

Q29 学校での「体つくり」や
「リズムダンス」指導に興味は？

疾病や傷害
のリハビリ
 15.6%

介護予防や
認知症予防
　24.2%

メタボや
ロコモの
予防・改善
　24.2%

健常者への
フィットネス
指導
21.1%

その他
 13.3%

その他  1.6%

56.1%

すでに指導
   している　　　

0 50 100 150 200 250 300 350

15.1%

やってみたいと
      考えている　　　

興味がない　　　 20.2%

無回答　　　 8.6%

56.1%

（人）

0 50 100 150 200 250 300 350

すでに指導
   している　　　

19.1%

やってみたいと
      考えている　　　

興味がない　　　

無回答　　　

55.7%

15.1%

10.1%

（人）

専門誌
19.1%

求人
サイト
 6.6%

業界運営の
WEBサイト
7.8%

知人・仲間
    35.3%

フィットネス
 クラブのHP
           9.7%

その他
 6.4%

無回答
15.1%



Q32 養成・セミナー情報は
どこで得る？（複数回答可）

養成・セミナー情報は、その主催・開催先が明確である
ため、自動的に目的に合った情報源に辿り着くことがで
きます。グラフ内の主な項目の割合がほぼ同じなのも、
そうした理由からいろいろな情報源を利用しているため
だと推測されます。

Q34
現在、賠償責任保険に
加入している？

自身のケガに対する傷害保険とは反対に、指導対象者が
ケガをした（させた）場合の賠償責任保険への加入者は
依然として少ないまま。回答者の半数を上回る指導者が
加入していないとの結果に。

傷害保険、賠償責任保険のどちらだけに加入、もしくは両
方とも加入していないと回答した指導者 571 人のうち、約
40％が保険加入の必要性を感じていました。しかし、同じ
く約 40％が無回答となり、どちらともいえない状態にある
ことがわかりました。指導対象者の高齢化やパーソナル指
導、低体力者・初心者の指導などが多い、または今後増え
そうだという指導者は、今回のアンケートをきっかけ検討
してみてはいかがでしょうか。

Q35 保険に未加入の指導者へ質問。
加入の必要性は感じる？

●　保　険・補　償　●

Q33
現在、傷害保険に
加入している？

傷害保険への加入の有無を質問したのは、今回が初めて。
回答者の半数以上が加入していることがわかりました。
指導者の平均年齢が上昇しているもあり、万が一に備え
る意識が高まったと考えられます。

専門誌
23.6%

会報誌
25.2%WEBサイト

　 21.4%

知人・仲間
   14.1%

所属する
フィットネスクラブ
 8.2%

その他　0.8%

無回答
  6.7%

0 50 100 150 200 250 300 350
（人）

加入している　　　 55.2%

加入していない　　　 38.1%

無回答　　　 6.7%

0 50 100 150 200 250 300 350
（人）

加入している　　　

加入していない　　　

無回答　　　

35.7%

56.6%

7.7%

感じている
   41.5%

感じて
いない
18.0%

無回答
40.5%



●　健　康　管　理　●

Q36 健康管理のために行っている
ことは？（複数回答可）

グラフが突出した４項目が健康管理のために行われてい
る代表的なもの。複数回答の集計結果となっているため、
具体的な人数も明記します。「定期健康診断」318人、「休
養・睡眠時間の確保」315人、「食生活管理」271人、「セ
ルフマッサージやストッチ」283人でした。

Q37
どんなウエアを着用する？

レッスンだけでなく、自身のエクササイズ中にも着用する
ウエアで質問。半数以上の指導者はフィットネスウエアを
着用と回答しましたが、40％以上が「動きやすいもので自
分の好みに合えば」とフィットネスウエアにこだわないと
回答しました。

Q38 よく着るウエアのカラーは？
（複数回答可）

定番カラーの黒系も指導者となると 20％程度。次いで
ピンク系、赤系、青系と鮮やかな原色系が選ばれている
ようです。引き締まった身体に栄える白系も人気。

Q39
レッスン、エクササイズ中に
何を飲む？（複数回答可）

ほとんどが、水もしくはスポーツドリンクという結果に。
水はミネラルウォーターが大半を占めましたが、水素水や
硬度の高い水、炭酸水といった回答もありました。

0 50 100 150 200 250 300 350
（人）

定期健康診断　　　 20.2%

食生活管理　　　 17.3%
サプリメントの摂取　　　 11.6%

専門家による定期的な
  ボディメンテナンス　　　 8.7%
休養・睡眠時間の確保　　　 20.1%
セルフマッサージや
　　　　ストレッチ　　　 18.0%

特になし　　　1.1%

その他　　　
無回答　　　

0.9%
2.2%

●　そ　の　他　●

（人）
0 50 100 150 200 250 300 350

フィットネス
         ウエア　　　 52.6%

フィットネス
      ウエアに
こだわらない　　　

42.1%

無回答　　　 5.3%

 黒系
21.6%

 白系
12.4%

 赤系
13.6% 青系

12.9%

ピンク系
  16.5%

緑系
8.3%

紫系
9.5%

その他
 3.6%

無回答
 1.6%

0 50 100 150 200 250 300 350
（人）

水　　　 55.6%

果汁ジュース　　　0.7%

スポーツ
ドリンク　　 52.7%

その他　　 14.9%

無回答　　 9.3%



Q40
レッスン、エクササイズ中に

履いているシューズは？

ほとんどの指導者がスポーツまたはエクササイズ用シュー
ズをセレクト。足の安全性やエクササイズ効果など、シュー
ズの機能性について高い意識を持っていることが伺える。

Q 42
AFAA、JAFA、JAF に

どんなことを期待する？（複数回答可）

当然のことかもしれませんが、知識・技術向上のための情報提供を
500 人以上が求めているという結果になりました。その他では、「地
方での講習会・ワークショップの開催回数の増加」「求人情報の提供」

「指導者の地位向上のための活動」「世間へのエアロビック・フィッ
トネスの PR強化」などのコメントをいただきました。

Q40 で、スポーツまたはエクササイズ用シューズと回答し
た指導者への質問です。アヴィア、ミズノの人気が高く、
次いでナイキ、リーボックという結果になりました。その
他では、ニューバランス、プーマ、チャコットなどが多く
挙げられていました。

Q41
シューズのメーカーは？

（複数回答可）

一般的な
スニーカー

はたまツーポス（ 
  エクササイズ用
    ではない）
 　   3.2%

スポーツまたは
エクササイズ用シューズ

 88.4%

一般的な
スニーカーも
エクササイズ用
シューズも
 1.5%

無回答
 3.2%

ミズノ　　　

0 50 100 150 200 250

29.6%

アヴィア　　　 30.4%

ナイキ　　　 16.5%

アディダス　　　 5.2%

リーボック　　　 10.3%

その他　　 7.5%

無回答　　0.5%

（人）

0 100 200 300 400 500 600

（人）

知識・技術向上の
   ための情報提供　　　 55.4%

指導者同士の
ネットワーキングの整備　　　

20.4%

指導に役立つグッズの
               開発・販売　　　

17.0%

その他　　　3.1%

無回答　　　4.1%



ADI
ADE
ADD
AQBI
AQWI
AQI
AQS

ACSM/HFS
FWI
FWT

7.9%
2.5%
3.0%
4.5%
10.9%

2.5%
4.0%
2.0%
0%

0 50 100 150 200

健康運動指導士
健康運動実践指導者

無回答

24.8%
12.4%

2.5%

81.7%

JAFA

（人）

0 20 40 60 80 100

JAF

指導専門委員
公認教師

公認上級・コーチ
公認上級・指導員

テクニカル・アドバイザー
キッズ・ジュニア指導員

アクア指導員
審判員

技能検定員
無回答

37.8%
4.0%
3.5%

27.9%
43.3%

25.9%
6.0%

43.8%
33.8%

1.5%

（人）
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